
参考 ２

国の動向（抜粋）

【参考】 文部科学省資料一部抜粋

○これからの高等学校教育について （令和２年11月25日）

○令和の日本型学校教育の構築を目指して（答申）【総論解説】

（令和３年３月30日）





国の動向 ①
－高等学校改革の方向性－

出典：これからの高等学校教育について（令2.11 文部科学省資料）

１ 高等学校教育を取り巻く現状と課題認識

２ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大
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国の動向 ②
－各高校の特色化・魅力化－

１ スクールミッションの再定義
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国の動向 ③
－学科の特質に応じた教育活動の充実強化－

１ 普通科改革
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２ 専門学科改革
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中
央
教
育
審
議
会
「
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
構
築
を
目
指
し
て
（
答
申
）
」
【
総
論
解
説
】

１
.急
激
に
変
化
す
る
時
代
の
中
で
育
む
べ
き
資
質
・
能
力

２
.日
本
型
学
校
教
育
の
成
り
立
ち
と
成
果
、
直
面
す
る
課
題
と
新
た
な
動
き
に
つ
い
て

社
会
背
景

子
供
た
ち
に
育
む
べ
き
資
質
・
能
力

一
人
一
人
の
児
童
生
徒
が
、
自
分
の
よ
さ
や
可
能
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
他
者
を
価
値
の

あ
る
存
在
と
し
て
尊
重
し
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
様
々
な
社
会
的
変
化
を
乗
り
越
え
、

豊
か
な
人
生
を
切
り
拓
き
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

子
供
た
ち
の
知
・
徳
・
体
を
一
体
で
育
む
学
校
教
育

「日
本
型
学
校
教
育
」と
は
？


学
習
機
会
と
学
力
の
保
障


全
人
的
な
発
達
・
成
長
の
保
障


身
体
的
・
精
神
的
な
健
康
の
保
障

新
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施

＼
「
日
本
型
学
校
教
育
」
の
良
さ
を
受
け
継
ぎ
、
更
に
発
展
さ
せ
る
／

新
し
い
時
代
の
学
校
教
育
の
実
現

子
供
た
ち
の
多
様
化

教
師
の
長
時
間
労
働

生
徒
の
学
習
意
欲
の
低
下

感
染
症
へ
の
対
応

【今
日
の
学
校
教
育
が
直
面
し
て
い
る
課
題
】

少
子
化
・
人
口
減
少
の
影
響

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

G
IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想

【新
し
い
動
き
】

国
際
的
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
力

学
力
の
地
域
差
の
縮
小

規
範
意
識
・
道
徳
心
の
高
さ

【成
果
】

情
報
化
へ
の
対
応
の
遅
れ

【ポ
イ
ン
ト
】


こ
れ
ら
の
資
質
・能

力
を
育
む
た
め
に
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施
が
重
要


こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
を
支
え
る
基
盤
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
､I
C
T
の
活
用
が
必
要
不
可
欠

「正
解
主
義
」や
「
同
調
圧
力
」
へ
の

偏
り
か
ら
の
脱
却

一
人
一
人
の
子
供
を
主
語
に
す
る

学
校
教
育
の
実
現

趣
旨

【急
激
に
変
化
す
る
時
代
】


社
会
の
在
り
方
が
劇
的
に
変
わ
る


新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
な
ど
先
行
き
不
透
明
な


社
会
全
体
の

「
S
o
c
ie
ty
5
.0
時
代
」

「
予
測
困
難
な
時
代
」

デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
D
X
加
速
の
必
要
性
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子
供
の
学
び

教
職
員
の
姿

子
供
の
学
び
や

教
職
員
を
支
え
る
環
境

3
.2
0
2
0
年
代
を
通
じ
て
実
現
す
べ
き
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」の
姿

＼
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
／

＃
教
職
の
魅
力
発
信

2
0
2
0
年
代
を
通
じ
て
実
現
を
目
指
す
学
校
教
育

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」の
姿

＃
個
別
最
適
な
学
び

#
協
働
的
な
学
び

#
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
#
IC
T
の
活
用

＃
教
師
の
資
質
・
能
力
の
向
上

＃
多
様
な
人
材
の
確
保


環
境
の
変
化
を
前
向
き
に
受
け
止
め
、
教
職
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
て
い
る


子
供
一
人
一
人
の
学
び
を
最
大
限
に
引
き
出
す
教
師
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る


子
供
の
主
体
的
な
学
び
を
支
援
す
る
伴
走
者
と
し
て
の
能
力
も
備
え
て
い
る

＃
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

＃
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携


「個

別
最
適
な
学
び
」と
「協

働
的
な
学
び
」が
一
体
的
に
充
実
さ
れ
て
い
る


各
学
校
段
階
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
目
指
す
学
び
の
姿
が
実
現
さ
れ
て
い
る

＃
教
職
志
望
者
の
増
加


IC

T
環
境
の
整
備
に
よ
り
全
国
の
学
校
で
指
導
・支

援
の
充
実
、
校
務
の
効
率
化
等
が
な
さ
れ
て
い
る


新
し
い
時
代
の
学
び
を
支
え
る
学
校
教
育
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る


人
口
減
少
地
域
に
お
い
て
も
魅
力
的
な
教
育
環
境
が
実
現
さ
れ
て
い
る

＃
IC
T
環
境
の
整
備

＃
少
人
数
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
体
制

＃
学
校
施
設
の
整
備
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
小
学
校
と
の
円
滑
な
接
続
、
質
の
評
価
を
通
じ
た

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
の
構
築
等
に
よ
る
、
質
の

高
い
教
育
が
提
供
さ
れ
て
い
る


身
近
な
環
境
に
主
体
的
に
関
わ
り
様
々
な
活
動
を
楽
し
む
中
で
達
成
感
を
味
わ
い
な
が
ら
、

全
て
の
幼
児
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」に
お
け
る
「
子
供
の
学
び
」
の
姿
に
つ
い
て


社
会
的
・職

業
的
自
立
に
向
け
て
必
要
な
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
や
、
社
会
の
形
成
に
主
体

的
に
参
画
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
が
育
ま
れ
て
い
る


多
様
な
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
・
社
会
の
課
題
解
決
に
向
け
た
学
び
が
行
わ

れ
て
い
る


探
究
的
な
学
び
や

S
T
E
A
M
教
育
な
ど
教
科
等
横
断
的
な
学
び
が
提
供
さ
れ
て
い
る


全
て
の
教
育
段
階
に
お
い
て
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
理
念
を
構
築
す
る
こ
と
を
旨
と
し

て
行
わ
れ
、
全
て
の
子
供
た
ち
が
適
切
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備


障
害
の
あ
る
子
供
と
な
い
子
供
が
可
能
な
限
り
と
も
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
条
件
整
備


障
害
の
あ
る
子
供
の
自
立
と
社
会
参
加
を
見
据
え
、
連
続
性
の
あ
る
多
様
な
学
び
の
場
の
一
層

の
充
実
・整

備

各
学
校
段
階
に
お
い
て
目
指
す
学
び
の
姿


基
礎
的
・基

本
的
な
知
識
・技

能
や
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・能

力
等
の
確
実
な
育
成
が
行

わ
れ
る
と
と
も
に
、
多
様
な
一
人
一
人
の
興
味
・関

心
等
に
応
じ
た
学
び
が
提
供
さ
れ
て
い
る


児
童
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
や
探
究
的
な
学
び
な
ど
を
通
じ
、
地
域
の
構
成
員
や
主
権
者
と
し

て
の
意
識
が
育
ま
れ
て
い
る


全
て
の
児
童
生
徒
が
安
全
・安

心
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

個
別
最
適
な
学
び

協
働
的
な
学
び

一
体
的
に
充
実

「個
別
最
適
な
学
び
」と
「協
働
的
な
学
び
」を
一
体
的
に
充
実
し
、

「主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
つ
な
げ
る

＼
子
供
の
資
質
・
能
力
の
育
成
／

授
業
外
の
学
習
改
善

授
業
改
善

主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び

指
導
の
個
別
化


子
供
一
人
一
人
の
特
性
・学

習
進
度
・学

習
到
達
度
等
に
応
じ
、


教
師
は
必
要
に
応
じ
た
重
点
的
な
指
導
や
指
導
方
法
・
教
材
等
の
工
夫
を
行
う

学
習
の
個
性
化


子
供
一
人
一
人
の
興
味
・関

心
・キ
ャ
リ
ア
形
成
の
方
向
性
等
に
応
じ
、


教
師
は
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
習
活
動
や
課
題
に
取
り
組
む
機
会
の
提
供
を
行
う


子
供
一
人
一
人
の
よ
い
点
や
可
能
性
を
生
か
し
、


子
供
同
士
、
あ
る
い
は
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
多
様
な
他
者
と
協
働
す
る

＼
子
供
が
自
己
調
整
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
い
く
／

異
な
る
考
え
方
が
組
み
合
わ
さ
り
、
よ
り
よ
い
学
び
を
生
み
出
す

→
異
な
る
方
法
等
で
学
習
を
進
め
る

異
な
る
目
標
に
向
け
て
、
学
習
を
深
め
、
広
げ
る

一
定
の
目
標
を
全
て
の
子
供
が
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

→

幼
児
教
育

義
務
教
育

高
等
学
校
教
育

特
別
支
援
教
育

→

「子
供
の
学
び
」の
姿

協
働
的
な
学
び

個
別
最
適
な
学
び
【学
習
者
視
点
】（
＝
個
に
応
じ
た
指
導
【教
師
視
点
】）
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４
.「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
構
築
に
向
け
た
今
後
の
方
向
性

（
１
）
学
校
教
育
の
質
と
多
様
性
、
包
摂
性
を
高
め
、
教
育
の
機
会
均
等
を
実
現
す
る

（
２
）
連
携
・
分
担
に
よ
る
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る

（
３
）
こ
れ
ま
で
の
実
践
と
IC
T
と
の
最
適
な
組
合
せ
を
実
現
す
る

（
４
）
履
修
主
義
・
修
得
主
義
等
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る

（
５
）
感
染
症
や
災
害
の
発
生
等
を
乗
り
越
え
て
学
び
を
保
障
す
る

（
６
）
社
会
構
造
の
変
化
の
中
で
、
持
続
的
で
魅
力
あ
る
学
校
教
育
を
実
現
す
る

５
.「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
構
築
に
向
け
た
IC
T
の
活
用
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

（
３
）
I
C
T
環
境
整
備
の
在
り
方

（
１
）
学
校
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た
I
C
T
の
活
用

＼
S
o
c
ie
ty
5
.0
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
の
実
現
／


IC

T
を
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授

業
改
善
に
生
か
す
と
も
に
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
学
習
活
動
の

実
施
や
家
庭
な
ど
学
校
外
で
の
学
び
を
充
実
す
る


特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
か
な
支
援
や
、

個
々
の
才
能
を
伸
ば
す
高
度
な
学
び
の
機
会
の
提
供
な
ど
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
指
導
を
行
う

▶
学
校
教
育
の
様
々
な
課
題
を
解
決
し
、
教
育
の
質
向
上
に
つ
な
げ
る

▶
P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
、
効
果
検
証
・分

析
を
適
切
に
行
う

▶
IC

T
を
活
用
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
化
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
留
意

全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
て

【基
本
的
な
考
え
方
】

#
I
C
T
は
「文
房
具
」


教
員
養
成
・
研
修
全
体
を
通
じ
、
教
師
が
必
要
な
資
質
・
能

力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
環
境
を
実
現
す
る


教
員
養
成
大
学
・
学
部
は
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
教
員

養
成
モ
デ
ル
の
構
築
や
、
不
断
の
授
業
改
善
に
取
り
組
む
教

師
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

#
I
C
T
活
用
指
導
力
の
養
成

#
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

#
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
の
収
集
・
分
析


G

IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
配
備
さ
れ
る
端
末
は
、
ク
ラ
ウ
ド

に
ア
ク
セ
ス
し
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
を
前
提


各
学
校
段
階
（
小
・
中
・
高
）
に
お
け
る

1
人

1
台
端
末
環

境
の
実
現
と
、
端
末
の
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
が
望
ま
れ
る

#
端
末
の
日
常
的
な
活
用

＃
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
の
普
及
促
進

#
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
#
I
C
T
人
材
の
確
保

#
校
務
効
率
化


学
校
教
育
の
基
盤
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
IC
T
は
必
要
不
可
欠
な
も
の


こ
れ
ま
で
の
実
践
と
IC
T
と
を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く

（
２
）
I
C
T
の
活
用
に
向
け
た
教
師
の
資
質
・
能
力
の
向
上

学
校
や
教
師
が
す
べ
き
業
務
・
役
割
・
指
導
の

＼
範
囲
・
内
容
・
量
の
精
選
・
縮
減
・
重
点
化
／

＼
学
校
と
地
域
社
会
の
連
携
・
協
働
／

一
体
と
な
っ
て
子
供
の
成
長
を
支
え
て
い
く

＼
「二
項
対
立
」の
陥
穽
に
陥
ら
な
い
／

ど
ち
ら
の
良
さ
も
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
生
か
し
て
い
く


一
斉
授
業

o
r 
個
別
学
習


デ
ジ
タ
ル

o
r 
ア
ナ
ロ
グ


履
修
主
義

o
r 
修
得
主
義


遠
隔
・オ
ン
ラ
イ
ン

o
r 
対
面
・オ
フ
ラ
イ
ン

#
I
C
T
の
活
用
と
少
人
数
学
級
を
両
輪
と
し
た
き
め
細
か
な
指
導

改
革
に
向
け
た
６
つ
の
方
向
性

か
ん
せ
い
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